
(57)【要約】

【課題】小型でコンパクトな構造で、高い強度を有し、

合流するいずれの流路も管路抵抗が少なく、円滑な流れ

を形成できるようにする。

【解決手段】流路接続部材２０は気体供給管１１及び液

体供給管１２を１本の合流管２１に合流させるためのも

のであり、一端側には気体供給管１１及び液体供給管１

２がそれぞれ接続される２本の上流側流路２２，２２が

設けられ、他端側は１本の下流側流路２３が形成され、

流路接続部材２０内の中間部分は、下流側流路２３側か

ら２本の上流側流路２２，２２に向けてテーパ状に拡開

する流路合流部２４となり、下流側流路２３の孔径は流

路合流部２４を加工できる大きさとなし、この下流側流

路２３には、合流管２１が直接挿入されるのではなく、

連結パイプ２６を用いて連結される。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 に 設 け た 気 体 供 給 管 及 び 液 体 供 給 管 を 、 こ の 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 に 設 け ら れ 、 観
察 窓 に 向 け て 洗 浄 用 流 体 を 噴 射 す る 噴 射 ノ ズ ル に 連 通 さ せ た 合 流 管 に 接 続 す る 内 視 鏡 の 流
路 合 流 構 造 に お い て 、
　 一 端 側 に 前 記 気 体 供 給 管 及 び 前 記 液 体 供 給 管 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る ２ つ の 上 流 側 流 路
取 付 孔 が 開 口 し 、 他 端 側 は １ つ の 下 流 側 流 路 取 付 孔 が 開 口 し 、 中 間 部 が こ れ ら 両 上 流 側 流
路 取 付 孔 を 前 記 下 流 側 流 路 取 付 孔 に 連 通 さ せ る た め に 設 け ら れ 、 前 記 下 流 側 流 路 取 付 孔 か
ら 前 記 両 上 流 側 流 路 取 付 孔 に 向 け て テ ー パ 状 に 拡 開 す る 流 路 合 流 部 と な っ た 流 路 接 続 部 材
と 、
　 前 記 下 流 側 流 路 取 付 孔 に 接 続 さ れ 、 前 記 合 流 管 の 基 端 部 が 連 結 さ れ る 連 結 パ イ プ と
を 備 え る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 流 路 合 流 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 に 装 着 さ れ て 、 液 体 及 び 気 体 か ら な る 洗 浄 用 流 体 を 挿 入 部 の 先 端 に 設
け た 観 察 窓 に 供 給 す る 洗 浄 機 構 に お い て 、 液 体 供 給 管 と 気 体 供 給 管 と を 合 流 さ せ て 、 噴 射
ノ ズ ル に 通 じ る 合 流 管 に 接 続 す る た め の 内 視 鏡 の 流 路 合 流 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 に 医 療 用 と し て 用 い ら れ る 内 視 鏡 に は 、 そ の 挿 入 部 の 先 端 に 体 内 を 観 察 す る た め の 観
察 窓 が 設 け ら れ て お り 、 内 視 鏡 検 査 時 に は 、 こ の 観 察 窓 に 体 液 等 が 付 着 し て 汚 損 さ れ る こ
と が あ る 。 こ の た め に 、 観 察 窓 の 洗 浄 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 洗 浄 機 構 は 、 観 察 窓 の
近 傍 に 装 着 し た 噴 射 ノ ズ ル と 、 こ の 噴 射 ノ ズ ル に 洗 浄 液 や 加 圧 さ れ た ガ ス 等 の 洗 浄 流 体 の
供 給 経 路 と 、 洗 浄 流 体 の 供 給 制 御 を 行 う 制 御 機 構 と か ら 構 成 さ れ る 。 観 察 窓 が 汚 損 し た と
き に は 、 噴 射 ノ ズ ル か ら 洗 浄 液 を 噴 射 さ せ て 、 観 察 窓 に お け る 汚 損 物 を 洗 い 流 し 、 次 い で
噴 射 ノ ズ ル に 加 圧 し た ガ ス を 圧 送 す る こ と に よ っ て 、 観 察 窓 に 付 着 し て い る 液 滴 を 除 去 す
る こ と が で き る 。 こ こ で 、 洗 浄 液 は 水 を 用 い る こ と が で き 、 ま た 加 圧 さ れ た ガ ス は エ ア と
す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 挿 入 部 を 体 内 か ら 引 き 出 す こ と な く 、 観 察 窓 か ら の 視 野
を 良 好 に 保 た れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 制 御 機 構 は 、 内 視 鏡 の 本 体 操 作 部 を 把 持 す る 手 の 指 で 操 作 で き る も の で あ り 、 具 体 的 に
は 送 水 バ ル ブ 及 び 送 気 バ ル ブ ま た は 送 水 バ ル ブ と 送 気 バ ル ブ と を 一 体 化 し た 送 気 送 水 バ ル
ブ か ら 構 成 さ れ る 。 従 っ て 、 供 給 経 路 は 送 水 バ ル ブ 及 び 送 気 バ ル ブ に 接 続 さ れ て い る 送 水
管 と 送 気 管 と か ら 構 成 さ れ 、 こ れ ら の 管 路 は 共 に 噴 射 ノ ズ ル に 連 通 さ せ て い る 。 こ こ で 、
洗 浄 水 と 加 圧 エ ア と は 同 時 に 噴 射 さ せ る も の で は な く 順 次 供 給 す る こ と か ら 、 挿 入 部 の 細
径 化 を 図 る た め に 、 噴 射 ノ ズ ル は 送 水 用 と 送 気 用 と に 兼 用 す る 構 成 と し て す る の が 一 般 的
で あ る 。 こ れ ら 送 水 管 と 送 気 管 と の 合 流 位 置 は 、 前 述 し た 挿 入 部 の 細 径 化 の 要 請 か ら 、 本
体 操 作 部 の 内 部 に 配 置 す る 構 成 と し た も の が あ る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 送 水 管 と 送
気 管 と を 本 体 操 作 部 の 内 部 位 置 で 合 流 さ せ て 、 合 流 管 を 挿 入 部 の 先 端 に 設 け た 噴 射 ノ ズ ル
に 開 口 さ せ る 構 成 と し た も の が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 特 許 文 献 １ で は 、 管 路 の 合 流 構 造 と し て ２ 種 類 の も の が 開 示 さ れ て い る 。 ま ず 、 直
線 的 に 設 け た １ 本 の 管 路 の 途 中 に 曲 が っ た 管 路 を 連 結 し た 分 岐 管 構 造 と し た も の が あ る 。
こ の 場 合 、 送 水 管 及 び 送 気 管 の い ず れ か 一 方 を 曲 が っ た 管 路 に 、 他 方 を 直 線 的 な 管 路 の 一
方 側 に そ れ ぞ れ 接 続 し 、 合 流 管 は 直 線 的 な 管 路 の 他 方 側 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 他 の 合
流 構 造 は ブ ロ ッ ク 状 の 合 流 部 材 を 用 い た も の で あ る 。 こ の 合 流 部 材 に は 、 真 っ 直 ぐ 貫 通 す
る 貫 通 流 路 が 形 成 さ れ て お り 、 ま た 合 流 部 材 の 一 端 側 か ら 途 中 位 置 ま で こ の 貫 通 流 路 と 平
行 な 流 路 を 形 成 し 、 こ れ と 直 交 す る 流 路 を 穿 設 す る こ と に よ っ て 貫 通 流 路 と 合 流 さ せ て い
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る 。 従 っ て 、 合 流 部 材 の 一 端 側 に は ２ つ の 流 路 が 開 口 し 、 他 端 側 に は １ つ の 流 路 が 開 口 し
て お り 、 一 端 側 の ２ つ の 流 路 に は そ れ ぞ れ 送 水 管 と 送 気 管 と が 接 続 さ れ 、 ま た 他 端 側 に は
合 流 管 が 接 続 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ６ ７ ８ ６ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 分 岐 管 構 造 と す る に し ろ 、 ま た ブ ロ ッ ク 状 の 合 流 部 材 を 用 い る に し ろ 、 特 許 文 献 １ の 管
路 の 合 流 構 造 に あ っ て は 、 １ 本 の 直 線 状 の 流 路 を 形 成 し 、 も う １ 本 の 流 路 を こ の 直 線 状 の
流 路 に 合 流 さ せ る 構 成 と し て い る 。 従 っ て 、 合 流 部 材 に 連 結 さ れ る ２ 本 の 管 路 の う ち 、 一
方 に お い て は 、 流 体 が 真 っ 直 ぐ 流 れ る こ と か ら 、 流 動 抵 抗 が 少 な く 、 円 滑 な 流 れ が 形 成 さ
れ る が 、 直 線 的 な 流 路 に 合 流 さ れ る 側 の 流 路 は 、 そ の 経 路 が 急 激 に 曲 が っ て い る た め に 、
流 れ に 対 す る 流 動 抵 抗 が 極 め て 大 き く な り 、 多 大 な 圧 力 損 失 が 生 じ る こ と に な り 、 か つ 合
流 部 で 乱 流 も 生 じ る こ と に な る 。 従 っ て 、 こ れ ら ２ つ の 流 路 を 通 る 流 体 の 流 れ に 極 め て 大
き な 差 が 生 じ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 分 岐 管 構 造 の も の に あ っ て は 、 直 線 的 な 管 路 に 貫 通 孔 を 設 け て 、 曲 が っ た 管 路
を 蝋 付 け や 溶 接 等 の 手 段 で 連 結 す る こ と か ら 、 管 路 の 連 結 部 分 が 脆 弱 と な る 。 こ こ で 、 こ
の 分 岐 管 は 本 体 操 作 部 内 に 設 け ら れ て お り 、 こ の 本 体 操 作 部 に は 他 の 部 材 が 配 置 さ れ て い
る 。 例 え ば 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル や 各 種 の 操 作 ワ イ ヤ 等 に よ り 分 岐 管 が 押 圧 さ れ る 可 能
性 が あ り 、 こ の よ う な 外 力 の 作 用 に よ っ て 連 結 部 分 が 破 損 し た り 、 亀 裂 が 生 じ た り す る 可
能 性 が あ る 。 洗 浄 流 体 と し て 洗 浄 液 が 用 い ら れ る こ と か ら 、 破 損 部 分 か ら 液 体 が 溢 出 す る
と 、 本 体 操 作 部 の 内 部 を 汚 損 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 ブ ロ ッ ク 状 の 合 流 部 材 を 用 い る と 、 破 損 等 の お そ れ は な い が 、 こ の よ う な ブ ロ ッ
ク 構 造 物 は 分 岐 管 構 造 の も の と 比 較 し て 、 サ イ ズ が 大 き く な る の で 、 本 体 操 作 部 に 配 置 す
る に 当 っ て 十 分 な ス ペ ー ス が 得 ら れ な い だ け で な く 、 こ の ブ ロ ッ ク が や は り 本 体 操 作 部 を
通 過 す る よ う に 設 け ら れ て い る ラ イ ト ガ イ ド や ケ ー ブ ル 等 の 挿 通 部 材 を 圧 迫 し て 、 断 線 さ
せ る お そ れ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 小 型 で コ
ン パ ク ト な 構 造 で 、 高 い 強 度 を 有 し 、 合 流 す る い ず れ の 流 路 も 管 路 抵 抗 が 少 な く 、 円 滑 な
流 れ を 形 成 で き る 内 視 鏡 の 流 路 合 流 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 に 設 け た 気 体 供 給 管 及 び 液 体 供 給 管
を 、 こ の 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 に 設 け ら れ 、 観 察 窓 に 向 け て 洗 浄 用 流 体 を 噴 射 す る 噴 射 ノ
ズ ル に 連 通 さ せ た 合 流 管 に 接 続 す る 内 視 鏡 の 流 路 合 流 構 造 で あ っ て 、 一 端 側 に 前 記 気 体 供
給 管 及 び 前 記 液 体 供 給 管 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る ２ つ の 上 流 側 流 路 取 付 孔 が 開 口 し 、 他 端
側 は １ つ の 下 流 側 流 路 取 付 孔 が 開 口 し 、 中 間 部 が こ れ ら 両 上 流 側 流 路 取 付 孔 を 前 記 下 流 側
流 路 取 付 孔 に 連 通 さ せ る た め に 設 け ら れ 、 前 記 下 流 側 流 路 取 付 孔 か ら 前 記 両 上 流 側 流 路 取
付 孔 に 向 け て テ ー パ 状 に 拡 開 す る 流 路 合 流 部 と な っ た 流 路 接 続 部 材 と 、 前 記 下 流 側 流 路 取
付 孔 に 接 続 さ れ 、 前 記 合 流 管 の 基 端 部 が 連 結 さ れ る 連 結 パ イ プ と を 備 え る 構 成 と し た こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 下 流 側 流 路 取 付 孔 に 装 着 し た 連 結 パ イ プ 内 に は 、 気 体 供 給 管 か ら の 気 体 と 液 体 供 給 管 か
ら の 液 体 と が 選 択 的 に 供 給 す る が 、 こ の 洗 浄 流 体 の 供 給 制 御 は 、 本 体 操 作 部 を 把 持 す る 手
の 指 で 行 え る よ う に す る の が 望 ま し い 。 こ の た め に 、 本 体 操 作 部 に は バ ル ブ を 設 け る か 、
ま た は ス イ ッ チ を 設 け て 、 ス イ ッ チ 操 作 で 洗 浄 流 体 の 供 給 制 御 を 行 う 構 成 と す る 。 洗 浄 流
体 の 供 給 制 御 の た め に バ ル ブ を 設 け る 場 合 に は 、 送 気 用 の バ ル ブ と 送 水 用 の バ ル ブ と を 別
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個 に 設 け る こ と も で き る が 、 １ 個 の 送 気 送 水 バ ル ブ と し て 構 成 す る の が 一 般 的 で あ る 。 バ
ル ブ か ら の ２ 本 の 管 路 を 合 流 さ せ る た め の 流 路 接 続 部 材 は 、 挿 入 部 内 に お い て 、 軟 性 部 と
ア ン グ ル 部 と の 境 界 部 近 傍 に 配 置 す る こ と も で き る が 、 挿 入 部 の 細 径 化 を 図 る た め に 、 挿
入 部 の 基 端 部 が 連 結 さ れ る 本 体 操 作 部 内 に 設 置 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 気 体 供 給 管 及
び 液 体 供 給 管 は 、 そ の 一 部 を 硬 質 パ イ プ で 構 成 し 、 必 要 に 応 じ て 途 中 位 置 で 可 撓 性 チ ュ ー
ブ に 連 結 す る よ う に 構 成 す る 等 の 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る が 、 管 路 の 引 き 回 し と い う
点 か ら は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ 、 特 に 曲 げ 方 向 に 可 撓 性 を 有 す る も の で あ っ て 、 伸 縮 し な い も
の で 構 成 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 体 操 作 部 内 に 設 け る 場 合 に は 、 こ れ ら の 管 路 は 曲 げ が 可 能 で あ る も の の 、 か な り 腰 の
強 い も の で 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 合 流 管 も チ ュ ー ブ 材 か ら 構 成 す る こ と が で き る
。 こ の 合 流 管 は 挿 入 部 に 挿 通 さ れ る の で 、 よ り 高 い 可 撓 性 を 持 た せ る よ う に す る の が 望 ま
し い 。 流 路 接 続 部 材 は 、 通 常 は 、 硬 質 の 部 材 か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 流 路 接 続 部 材 は 、 そ の
前 後 の 端 面 に 管 路 が 接 続 さ れ 、 一 方 側 で は 合 流 管 か ら な る １ 本 の 管 路 が 、 他 方 側 で は 気 体
供 給 管 及 び 液 体 供 給 管 か ら な る ２ 本 の 管 路 が 接 続 さ れ る 。 こ れ ら １ 本 の 管 路 と ２ 本 の 管 路
と が 流 路 接 続 部 材 の 内 部 で 合 流 す る 。 従 っ て 、 合 流 部 は ２ 本 の 管 路 側 の 方 が １ 本 の 管 路 側
よ り 広 い 空 洞 部 と な る 。 流 路 合 流 部 を 下 流 側 流 路 取 付 孔 か ら 上 流 側 流 路 取 付 孔 に 向 け て テ
ー パ 状 に 拡 開 す る 形 状 と し た の は こ の た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 流 路 接 続 部 材 に お い て 、 流 路 合 流 部 と な る テ ー パ 状 に 拡 開 す る 空 洞 部 を 形 成 す
る に は 、 下 流 側 流 路 取 付 孔 か ら ド リ ル 等 か ら な る 切 削 工 具 を 挿 入 し て 穴 あ け 加 工 に よ り 形
成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ２ 本 の 管 路 が 接 続 さ れ る 下 流 側 流 路 取 付 孔 も 同 様 の 工 具 を 用
い て 形 成 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 流 路 合 流 部 を 形 成 す る 加 工 の 都 合 上 、 下 流 側 流 路 取
付 孔 の 孔 径 は 広 く 開 口 さ せ る 必 要 が あ る 。 下 流 側 流 路 取 付 孔 に は 合 流 管 が 接 続 さ れ る が 、
こ の 合 流 管 の 基 端 部 に は 連 結 パ イ プ が 連 結 さ れ る こ と か ら 、 こ の 連 結 パ イ プ の 外 径 を 下 流
側 流 路 取 付 孔 の 孔 径 に 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 合 流 管 の 外 径 と は 無 関 係 に 下 流 側 流 路 取 付
孔 の 孔 径 を 設 定 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 上 流 側 流 路 は 気 体 供 給 管 及 び 液 体 供 給 管 で あ
り 、 下 流 側 流 路 は 合 流 管 と 連 結 パ イ プ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 流 側 流 路 を 構 成 す る 気 体 供 給 管 及 び 液 体 供 給 管 を 可 撓 性 チ ュ ー ブ で 構 成 し た 場 合 は 、
流 路 接 続 部 材 の ２ 本 の 上 流 側 流 路 取 付 孔 に は 接 着 等 の 手 段 で 固 定 す る こ と に な る 。 こ れ に
対 し て 、 流 路 接 続 部 材 の 下 流 側 流 路 取 付 孔 に は 下 流 側 流 路 の 一 部 を 構 成 す る 連 結 パ イ プ が
固 定 さ れ る の で 、 そ の 固 定 方 法 は 、 例 え ば ね じ 込 み 及 び 接 着 に よ り 行 う こ と が で き 、 ま た
蝋 付 け （ 乃 至 ハ ン ダ 付 け ） や 圧 入 等 の 手 段 に よ っ て も 連 結 パ イ プ の 先 端 の 固 定 を 行 う こ と
が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 視 鏡 の 流 路 合 流 に お い て 、 気 体 供 給 管 及 び 液 体 供 給 管 を 合 流 管 に 合 流 さ せ る た め の 流
路 接 続 部 材 は 、 そ の 内 部 に １ 本 の 流 路 が 所 定 角 度 を も っ て 二 又 に 分 岐 す る 流 路 が 形 成 さ れ
て い る の で 、 気 体 供 給 管 か ら 合 流 管 へ の 流 れ も 、 液 体 供 給 管 か ら 合 流 管 へ の 流 れ も 、 管 路
抵 抗 が 少 な く 、 圧 損 を 最 小 限 に 抑 制 で き 、 ま た こ れ ら ２ つ の 流 れ は 円 滑 な も の と な り 、 さ
ら に 流 路 接 続 部 材 を 小 型 で コ ン パ ク ト な 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 　 以 下 、 図 面 に 基 づ い
て 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 １ に 内 視 鏡 に 設 け ら れ る 管 路 の 概 略
構 成 を 示 す 。 図 中 に お い て 、 １ は 本 体 操 作 部 、 ２ は 体 腔 内 等 へ の 挿 入 部 、 ３ は ユ ニ バ ー サ
ル コ ー ド で あ り 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ３ の 先 端 部 は コ ネ ク タ ４ が 設 け ら れ て お り 、 こ の コ
ネ ク タ ４ は 制 御 装 置 ５ （ 光 源 装 置 や 映 像 信 号 処 理 回 路 を 含 む の が 一 般 的 で あ る ） に 着 脱 さ
れ る よ う に な っ て い る 。 本 体 操 作 部 １ に は 、 送 気 送 水 バ ル ブ ６ 及 び 吸 引 バ ル ブ ７ が 装 着 さ
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れ て お り 、 ま た 処 置 具 導 入 部 ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 内 視 鏡 に お け る 管 路 と し て は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ と 、 気 体 供 給 管 １ １ ， 液 体 供
給 管 １ ２ 及 び 吸 引 通 路 １ ３ が 主 な も の で あ る 。 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ は 、 そ の 基 端 部
が 処 置 具 導 入 部 ８ に 接 続 さ れ 、 先 端 部 は 挿 入 部 ２ の 先 端 面 に 開 口 し て い る 。 気 体 供 給 管 １
１ 及 び 液 体 供 給 管 １ ２ は 、 共 に 送 気 送 水 バ ル ブ ６ に 接 続 さ れ て お り 、 そ れ ら の 先 端 は 、 そ
の ま ま ま た は 両 管 路 を 合 流 さ せ た 上 で 、 噴 射 ノ ズ ル １ ４ に よ っ て 図 示 し な い 観 察 窓 に 向 け
ら れ る 。 気 体 供 給 管 １ １ 及 び 液 体 供 給 管 １ ２ に お け る 送 気 送 水 バ ル ブ ６ か ら 基 端 側 は 、 ユ
ニ バ ー サ ル コ ー ド ３ の コ ネ ク タ ４ に ま で 延 在 さ れ て い る 。 そ し て 、 液 体 供 給 管 １ ２ は 、 送
水 タ ン ク １ ５ か ら の 送 水 配 管 １ ６ に 接 続 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 制 御 装 置 ５ に は エ ア ポ ン プ １ ７ が 装 着 さ れ て お り 、 こ の エ ア ポ ン プ １ ７ か ら の 送 気 配 管
１ ８ は 気 体 供 給 管 １ １ に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 気 体 供 給 管 １ １ は 、 送 水 タ
ン ク １ ５ の 液 面 を 加 圧 す る た め の 加 圧 配 管 １ ９ と も 接 続 可 能 な 構 成 と し て い る 。 さ ら に 、
吸 引 通 路 １ ３ は 、 本 体 操 作 部 １ 内 に お い て 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ に 合 流 し て お り 、
ま た 吸 引 バ ル ブ ７ を 介 し て ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ３ の コ ネ ク タ ４ ま で 引 き 回 さ れ て 、 図 示 し
な い 吸 引 源 に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 送 気 送 水 バ ル ブ ６ に 接 続 し た 気 体 供 給 管 １ １ 及 び 液 体 供 給 管 １ ２ は 、 曲 げ 方 向 に 可 撓 性
を 有 す る チ ュ ー ブ 材 か ら 構 成 さ れ て お り 、 こ れ ら ２ つ の 供 給 管 １ １ ， １ ２ は 流 路 接 続 部 材
２ ０ に よ っ て １ 本 の 管 路 か ら な る 合 流 管 ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 気 体 供 給 管 １ １
及 び 液 体 供 給 管 １ ２ が 上 流 側 流 路 で あ り 、 合 流 管 ２ １ は 下 流 側 流 路 を 構 成 す る 。 そ し て 、
前 述 し た 流 路 を 連 通 さ せ る 流 路 接 続 部 材 ２ ０ は 本 体 操 作 部 １ の 内 部 に お い て 、 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル １ ０ の 処 置 具 導 入 部 ８ へ の 接 続 部 よ り 前 方 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 流 路 接 続 部 材 ２ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 し た よ う に 、 送 気 送 水 バ ル ブ ６ か ら 延 在 さ せ た
２ 本 の 管 路 で あ る 気 体 供 給 管 １ １ 及 び 液 体 供 給 管 １ ２ を １ 本 の 合 流 管 ２ １ に 合 流 さ せ る た
め の も の で あ る 。 ま た 、 合 流 管 ２ １ は 、 挿 入 部 ２ 内 に 延 在 さ れ て 、 そ の 先 端 は 噴 射 ノ ズ ル
１ ４ に 開 口 し て い る 。 流 路 接 続 部 材 ２ ０ は 、 従 っ て 、 一 端 側 に は ２ 箇 所 の 上 流 側 流 路 取 付
孔 ２ ２ ， ２ ２ が 設 け ら れ 、 他 端 側 は １ 箇 所 の 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 そ
し て 、 流 路 接 続 部 材 ２ ０ 内 の 中 間 部 分 は 、 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ 側 か ら ２ 本 の 上 流 側 流 路
取 付 孔 ２ ２ ， ２ ２ に 向 け て 所 定 の 角 度 を も っ て 拡 開 す る テ ー パ 状 の 流 路 合 流 部 ２ ４ と な っ
て い る 。 な お 、 本 体 操 作 部 １ に は 、 ラ イ ト ガ イ ド や 信 号 ケ ー ブ ル 、 さ ら に は ア ン グ ル 操 作
ワ イ ヤ 等 が 挿 通 さ れ て い る が 、 図 ２ で は こ れ ら の 挿 通 部 材 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 流 路 接 続 部 材 ２ ０ に こ れ ら 上 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ２ ， 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ 及 び
流 路 合 流 部 ２ ４ を 形 成 す る に は 、 ま ず 流 路 接 続 部 材 ２ ０ の 一 端 側 か ら 途 中 位 置 ま で 下 流 側
流 路 取 付 孔 ２ ３ を 構 成 す る 穿 設 す る 。 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ は 、 合 流 管 ２ １ の 外 径 寸 法 よ
り 大 き く な っ て お り 、 し か も ね じ 孔 と し て 形 成 さ れ る 。 次 に 、 こ の 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３
の 端 部 側 か ら ド リ ル を 斜 め 上 方 に 挿 入 し て 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ の 端 部 か ら 斜 め 上 方 に 向
け た 空 洞 部 を 形 成 す る 。 こ こ で 、 ド リ ル に よ る 穴 あ け 加 工 は 、 後 述 す る 気 体 供 給 管 １ １ 及
び 液 体 供 給 管 １ ２ を 挿 入 す る た め に 、 流 路 接 続 部 材 ２ ０ の 他 端 側 の 上 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ２
を 穿 設 す る 工 具 と 同 一 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 前 述 し た ド リ ル を 用 い て
斜 め 下 方 に 向 け た 通 路 を 穿 設 し 、 さ ら に 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ の 中 央 部 に も 同 様 の 通 路 を
穿 設 す る 。 な お 、 加 工 の 手 順 は 前 記 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 こ れ ら の い ず れ の
加 工 を 先 に 行 っ て も 良 い 。 こ れ に よ っ て 、 流 路 合 流 部 ２ ４ と な る 空 洞 部 が 形 成 さ れ る 。 な
お 、 こ の 流 路 合 流 部 ２ ４ の 周 囲 の 内 壁 面 を 平 滑 に な る よ う に 仕 上 げ 加 工 す る の が 望 ま し い
。 そ の 後 に 、 流 路 接 続 部 材 ２ ０ の 他 端 側 か ら ２ 箇 所 の 上 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ２ を 穿 設 し て 、
こ れ ら 両 上 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ２ を 流 路 合 流 部 ２ ４ に 連 通 さ せ る 。 こ こ で 、 ２ 箇 所 の 上 流 側
流 路 取 付 孔 ２ ２ ， ２ ２ の 間 に 介 在 す る 隔 壁 部 ２ ５ は 薄 く 形 成 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 流 路 接 続 部 材 ２ ０ に は 、 気 体 供 給 管 １ １ 及 び 液 体 供 給 管 １ ２ を
構 成 す る 可 撓 性 チ ュ ー ブ が ２ つ の 上 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ２ に 連 結 さ れ 、 ま た 合 流 管 ２ １ が 下
流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ に 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 上 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ２ の 孔 径 は 気 体 供 給 管 １
１ 及 び 液 体 供 給 管 １ ２ の 外 径 寸 法 よ り 僅 か に 大 き い も の と な っ て い る の で 、 こ れ ら 気 体 供
給 管 １ １ 及 び 液 体 供 給 管 １ ２ を 挿 入 し て 、 例 え ば エ ポ キ シ 系 の 接 着 剤 を 用 い て 固 着 す る 。
こ れ に 対 し て 、 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ の 孔 径 は 合 流 管 ２ １ の 外 径 寸 法 よ り か な り 大 き く な
っ て い る 。 従 っ て 、 合 流 管 ２ １ は 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ に 直 接 挿 入 さ れ る の で は な く 、 連
結 パ イ プ ２ ６ を 用 い て 連 結 さ れ る 。 連 結 パ イ プ ２ ６ は 、 そ の 先 端 側 は 合 流 管 ２ １ が 嵌 合 さ
れ る チ ュ ー ブ 接 続 部 ２ ６ ａ で あ っ て 、 こ の チ ュ ー ブ 接 続 部 ２ ６ ａ に は 、 例 え ば エ ポ キ シ 系
の 接 着 剤 を 介 し て 合 流 管 ２ １ が 嵌 合 ・ 固 着 さ れ て お り 、 こ れ ら 連 結 パ イ プ ２ ６ 及 び 合 流 管
２ １ に よ っ て 下 流 側 流 路 が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 連 結 パ イ プ ２ ６ の 基 端 側 の 外 周 面 に は ね じ
部 が 形 成 さ れ て お り 、 ね じ 孔 か ら な る 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ に 螺 挿 さ れ て 固 定 さ れ る 。 な
お 、 こ の ね じ 嵌 合 部 に は 接 着 剤 を 塗 布 し て お く よ う に す れ ば 、 よ り 強 固 に 固 定 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 流 路 接 続 部 材 ２ ０ の 上 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ２ は 、 気 体 供 給 管 １ １ 及 び 液 体 供 給 管
１ ２ を 直 接 挿 入 で き る 寸 法 と な し 、 も っ て そ の 細 径 化 を 図 る の に 対 し て 、 下 流 側 流 路 取 付
孔 ２ ３ に つ い て は 、 合 流 管 ２ １ は 流 路 合 流 部 材 に ２ ０ に 直 接 挿 入 せ ず に 、 連 結 パ イ プ ２ ６
を 介 し て 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ に 接 続 す る よ う に し て い る 。 こ れ に よ っ て 、 下 流 側 流 路 取
付 孔 ２ ３ の 孔 径 は 、 合 流 管 ２ １ の 外 径 寸 法 に 依 存 す る こ と な く 、 流 路 合 流 部 ２ ４ を 形 成 す
る 加 工 を 行 う の に 必 要 な 孔 径 と し て い る 。 従 っ て 、 流 路 合 流 部 ２ ４ を 容 易 に 形 成 す る こ と
が で き 、 ま た こ の 流 路 合 流 部 ２ ４ を 構 成 す る 内 壁 を 平 滑 化 す る 仕 上 げ 加 工 も 容 易 に 行 え る
。 勿 論 、 流 路 接 続 部 材 ２ ０ の 上 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ２ 及 び 下 流 側 の 流 路 を 構 成 す る 連 結 パ イ
プ ２ ６ の 内 部 も 平 滑 に 加 工 す る こ と に よ っ て 、 こ れ ら の 流 路 を 流 れ る 流 体 の 抵 抗 を 最 小 限
に 抑 制 で き る 。 さ ら に 、 上 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ２ か ら 下 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ３ （ よ り 具 体 的 に
は 、 連 結 パ イ プ ２ ６ の 内 部 ） へ の 流 路 は 浅 い 角 度 で 傾 斜 し て お り 、 流 路 に 急 激 な 曲 が り が
な い こ と か ら 、 気 体 供 給 管 １ １ 及 び 液 体 供 給 管 １ ２ か ら 合 流 管 ２ １ へ の 洗 浄 流 体 の 流 れ に
対 す る 管 路 抵 抗 が 小 さ く な り 、 圧 損 を 最 小 限 に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 流 路 接 続 部 材 ２ ０ は 金 属 で 形 成 さ れ て お り 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 し た よ う に 、 そ
の 上 流 側 流 路 取 付 孔 ２ ２ が 開 口 す る 端 部 か ら 流 路 合 流 部 ２ ４ ま で の 部 位 に は 、 両 側 部 に 切
り 欠 き 部 ２ ０ ａ ， ２ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 下 流 側 流 路 取 付
孔 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 部 位 は 、 円 筒 形 状 と な っ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 流 路 接 続 部 材 ２
０ を コ ン パ ク ト に 形 成 す る こ と が で き 、 本 体 操 作 部 １ 内 の 省 ス ペ ー ス 化 が 図 ら れ る 。 ま た
、 外 面 の 凹 凸 及 び 段 差 は 小 さ く な っ て お り 、 こ の た め に 本 体 操 作 部 １ の 内 部 に 挿 通 さ れ て
い る 各 種 の 部 材 と の 間 で 相 対 的 な 動 き が 生 じ て も 、 強 大 な 圧 迫 力 が 作 用 し な い 。 こ の た め
に 、 特 に 細 い 光 学 繊 維 を 束 ね た ラ イ ト ガ イ ド や 信 号 ケ ー ブ ル 等 の 脆 弱 な 部 材 の 保 護 が 図 ら
れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 に 設 け ら れ る 各 種 の 管 路 の 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 部 の 挿 通 部 材 を 省 略 し て 示 す 内 視 鏡 の 本 体 操 作 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 気 体 供 給 管 及 び 液 体 供 給 管 と 、 合 流 管 と を 接 続 し た 流 路 合 流 部 材 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｘ － Ｘ 位 置 で の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の Ｙ － Ｙ 位 置 で の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ の Ｚ － Ｚ 位 置 で の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
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１ 　 本 体 操 作 部 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 挿 入 部
６ 　 送 気 送 水 バ ル ブ 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 気 体 供 給 管
１ ２ 　 液 体 供 給 管 　 　 　 　 　 　 　 １ ４ 　 噴 射 ノ ズ ル
２ ０ 　 流 路 接 続 部 材 　 　 　 　 　 　 ２ １ 　 合 流 管
２ ２ 　 上 流 側 流 路 取 付 孔 　 　 　 　 　 　 　 ２ ３ 　 下 流 側 流 路 取 付 孔
２ ４ 　 流 路 合 流 部 　 　 　 　 　 　 　 ２ ６ 　 連 結 パ イ プ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供紧凑和强大的流道连接结构，通过保持关节流道的
导管阻力低，产生平稳的流动。解决方案：流动通道连接构件20连接空
气供应导管11和流体供应导管12以形成接头导管21.流动通道连接构件的
一端具有两个上游侧流动通道22和22，空气供应导管如图11所示，流体
供应管道12和流体供应管道12分别连接，并且构件的另一端具有下游流
动通道23.流动通道连接构件20的中间部分具有从下游流动通道23扩展的
流动通道接合部分24。下游流动通道23的孔直径足以处理流动通道接合
部分24.接合管道21不是直接地而是通过下游流动通道23插入下游流动通
道23中。连接管26.Ž
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